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心アミロイドーシスの不整脈を予測 

右心房機能が新たな指標に 
 

（ポイント） 

 心アミロイドーシス患者で、右心房の動きの低下が新たな心房細動発症予

測因子であることを明らかにしました。  

 熊本大学を中心とする3施設共同研究で、熊本大学143例の解析に加え、大

分大学・宮崎大学81例の外部検証でも同様の傾向を確認しました。  

 診断時の心エコー検査を用いて将来の不整脈リスクを評価できる可能性

があり、早期発見や適切な介入につながることが期待されます。 

 

 

（概要説明） 

 

 熊本大学大学院生命科学研究部 循環器内科学の九山直人特任助教、泉家

康宏准教授、辻田賢一教授らの研究グループは、心エコー検査による心房

機能解析を用いて、トランスサイレチン型心アミロイドーシス患者にお

ける新規心房細動の発症予測を検討しました。その結果、従来よく注目さ

れてきた左心房だけでなく、右心房の機能低下が独立して心房細動の発

症と関連することを明らかにしました。 

 熊本大学で診断された143例を解析したところ、追跡期間中央値30か月で

42例（29%）に新規心房細動を認め、右心房ピーク縦方向ストレインが低

い患者ほど発症リスクが高いことが示されました。さらに、大分大学・宮

崎大学の81例からなる外部検証コホートでも同様の結果が得られました。 

 これまで、心アミロイドーシス患者でどの指標が将来の心房細動を最もよ

く予測するかは十分に明らかではありませんでした。本研究成果により、

診断時の心エコー所見を用いた不整脈リスク評価が進み、ハイリスク患

者のより綿密な経過観察や早期介入に活用されることが期待されます。 

 本研究成果は、2026年3月21日に科学雑誌 Journal of the American Heart 

Association にアクセプトされました。なお、本研究は、日本学術振興会

科学研究費助成事業の支援を受けて実施されました。 

 



（説明） 

[背景]  

トランスサイレチン型心アミロイドーシス ※ 1は、異常なたんぱく質が心臓

に沈着して心不全を引き起こす病気です。この病気では心房細動 ※ 2がしばし

ば合併し、心不全の悪化や血栓塞栓症の原因となるため、発症を早く予測す

ることが重要です。これまで、心房細動の予測には主に左心房の大きさや動

きが注目されてきましたが、右心房の機能がどの程度関わるかは十分にわか

っていませんでした。 

 

[研究の内容] 

研究グループは、2014年7月から2024年8月までに熊本大学病院で診断され

たトランスサイレチン型心アミロイドーシス患者のうち、診断時に心房細動

などの心房性不整脈がなかった143例を解析しました。心エコー検査の画像か

ら、右心房の動きを表す「右房長軸方向ストレイン ※ 3」を測定し(図1)、その

後の新規心房細動発症との関連を調べました。さらに、大分大学病院および

宮崎大学病院の81例を用いて外部検証を行い、結果の再現性も確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[成果]  

熊本大学の解析では、追跡期間中央値30か月の間に42例（29%）で新規心房

細動が発症しました。右房長軸方向ストレインが低いほど心房細動の発症リ

スクは高く、17.2%未満の患者では17.2%以上の患者に比べて心房細動を起こ

しやすいことが示されました。また、左心房の指標と組み合わせることで、

新たに発症リスクを段階的に分類することも可能になりました(図2)。さら

に外部の大学病院の患者データでも、右心房機能の低下と新規心房細動との

関連が再現されました。 

 

[展開]  

本研究は、心アミロイドーシス患者において、右心房機能の評価が将来の

心房細動発症リスクを見積もるうえで有用である可能性を示しました。今後、

診断時の心エコー検査に右心房機能評価を組み込むことで、ハイリスク患者

の抽出、経過観察の強化、抗凝固療法や不整脈治療の適切なタイミング判断

につながることが期待されます。 



 

[用語解説]  

※1 トランスサイレチン型心アミロイドーシス 

異常なたんぱく質（トランスサイレチン）が心筋に沈着し、心臓が硬くなる

ことで心不全などを引き起こす病気です。 

※2 心房細動 

心房が不規則に速く動く不整脈で、動悸、心不全悪化、脳梗塞などの原因に

なります。 

※3 右房長軸方向ストレイン 

心エコー画像をもとに、右心房がどれくらい柔らかく伸び縮みしているかを

数値化した指標です。値が低いほど、右心房の機能が低下していることを示

します。 
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【お問い合わせ先】 

 

（研究に関するお問い合わせ） 

熊本大学大学院生命科学研究部（医） 

担当：九山 直人（特任助教） 

電話：096-373-5175 

e-mail： kuyama-n@kumamoto-

u.ac.jp  

 

（報道に関するお問い合わせ） 

熊本大学 

担当：総務部 総務課 広報戦略室 

電話：096-342-3269 

e-mail： sos-koho@jimu.kumamoto-

u.ac.jp  

 

大分大学 

担当：総務部 総務課 広報係 

電話：097-554-7376 

e-mail： koho@oita-u.ac.jp 

 

宮崎大学 

担当：企画総務部 総務広報課 

電話：0985-58-7114 

e-mail： kouhou@miyazaki-u.ac.jp  
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